
第117回国立天文台運営会議議事抄録 

 

日 時：2024年3月26日（火）11時00分～16時15分 

場 所：国立天文台大会議室及びオンライン（Zoom） 

出席者（会場）：吉田（議長）、大橋（副議長）、兒玉、坂井、高田、濤﨑、山崎、横山、

米倉、鵜澤、小久保、小林、齋藤、野村、深川、渡部 各委員 

出席者（Zoom）：荒井、大向、住 各委員 

欠席者    ：本原、宮﨑 委員 

オブザーバー ：常田台長、藤田事務部長、倉崎台長特別補佐（Zoom） 

 

【サイエンスレポート】 

次のとおり、研究成果等の報告があり、質疑応答を行った。 

「ALMA reveals a molecular outflow in the quasar J2054-0005 at redshift 6」 

（北海道大学 高等教育推進機構 助教 Dragan Salak） 

 

【台長等諸報告】 

１．研究教育職員の人事異動について 

常田台長から、資料１に基づき、2024年3月26日現在の研究教育職員の人事異動について

報告があった。 

 

２．台長諸報告 

  常田台長から、資料２-１に基づき、米国におけるTMT関連の状況、次期運営会議への引

継ぎ事項について報告があり、質疑応答を行った。 

 

【議 事】 

１．前回議事抄録について 

吉田議長から、資料３に基づき、第116回議事抄録について説明があった。 

 

２．研究教育職員等の人事について 

（１）研究教育職員の公募について 

齋藤委員から、資料４に基づき、アルマプロジェクト主任研究技師の公募について説明

があり、質疑応答の後、承認した。併せて、本件は次期運営会議のもとに設置する研究技

師系人事候補者選考会において選考を行うことを確認した。 

 

（２）研究教育職員の選考について 

野辺山宇宙電波観測所教授または准教授の選考について、人事候補者選考会から、回収

資料１に基づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、

次のとおり採用することとした。 

 

野辺山宇宙電波観測所准教授 １名 

 



続いて、ハワイ観測所准教授の選考について、人事候補者選考会から、回収資料２に基

づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり

採用することとした。 

 

ハワイ観測所准教授 １名 

 

続いて、アルマプロジェクト主任研究技師の選考について、人事候補者選考会から、回

収資料３に基づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、

次のとおり採用することとした。 

 

アルマプロジェクト主任研究技師 １名 

 

続いて、先端技術センター助教の選考について、人事候補者選考会から、回収資料５に

基づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとお

り採用することとした。 

 

先端技術センター助教 １名 

 

続いて、先端技術センター研究技師の選考について、人事候補者選考会から、回収資料

６に基づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次の

とおり採用することとした。 

 

先端技術センター研究技師 １名 

 

（３）年俸制職員（特任教員）の選考について 

深川委員から、アルマプロジェクト特任助教の選考について、回収資料７に基づき、審

査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり採用する

こととした。 

 

アルマプロジェクト特任助教 １名 

 

（４）職務確認書について 

  常田台長から、資料５に基づき、次の者に係る職務確認書の報告があった。 

 

2023 年 4 月 1 日付け着任 天文データセンター １名 

2024 年 3 月 1 日付け着任 天文情報センター １名 

2024 年 4 月 1 日付け着任 重力波プロジェクト １名 

2024 年 4 月 1 日付け着任 先端技術センター １名 

2024 年 4 月 1 日付け着任 天文情報センター １名 

 

 



３．国立天文台コミュニティ間意思疎通推進委員会規則の廃止等について 

吉田議長から、資料６に基づき、国立天文台コミュニティ間意思疎通推進委員会規則の

廃止及び国立天文台組織運営規則の一部改正について説明があり、意見交換を行った後、

原案のとおり承認した。 

 

４．運営会議からの諮問事項に対する検討結果報告について 

  齋藤委員から、資料７-１～７-２に基づき、運営会議からの諮問事項に対する科学戦略

委員会の検討結果について報告があり、意見交換を行った。国立天文台のサイエンスロー

ドマップ策定にあたり必要な対応について、次期運営会議において引き続き議論すること

とした。 

 

５．連携教授等の称号付与について 

齋藤委員から、資料８及び回収資料８に基づき、連携教授等の称号付与について、候補

者の研究計画や受入先等に関する説明があり、次のとおり承認した。 

 

連携教授 ４名 

 

６．その他（報告） 

（１）すばる望遠鏡夜間観測の中止について 

  吉田議長から、資料９に基づき、すばる望遠鏡夜間観測の中止及び再開にかかるウェブ

リリース内容について報告があった。 

 

（２）2024年度予算編成状況について 

  齋藤委員から、資料10に基づき、2024年度の各プロジェクト配分予算額について報告が

あった。 

 

（３）2021-2022年度プロジェクト評価報告書への対応について 

  齋藤委員から、資料11-１～11-６に基づき、2021年度及び2022年度の国際外部評価にか

かる対応状況について報告があった。 

 

（４）客員教授の辞退について 

  齋藤委員から、資料12に基づき、客員教授の辞退について報告があり、受入期間設定に

かかる意見交換を行った。 

 

（５）専門委員会等報告 

・ 科学戦略委員会 

齋藤委員から、資料13-１～13-２に基づき、第Ⅲ期第５回及び第６回国立天文台科学戦

略委員会について報告があった。 

 

 

 



・ 運営会議外部委員協議会 

兒玉委員から、資料14に基づき、2023年度の運営会議外部委員協議会の活動内容につい

て報告があった。 

 

（６）次期執行部体制について 

藤田事務部長から、資料15に基づき、次期執行部体制について報告があった。 

  

最後に、常田台長から退任の挨拶があり、吉田議長から常田台長及び今期委員への謝辞が

述べられた。 

 

以上 


